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牛ウイルス性下痢・粘膜病（ＢＶＤ・ＭＤ）は近年増加傾向にあり、全国的なまん延が危惧されて

いるため、新たにガイドラインが策定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＶＤウイルスの感染により、発熱、下痢、血便、呼吸器病を起こし、妊娠牛に異常産や 

繁殖障害を起こす届出伝染病に指定されている病気です。 

多くは一過性で回復しますが、妊娠牛が感染すると、本病に特有の持続感染牛（ＰＩ持続感染牛（ＰＩ持続感染牛（ＰＩ持続感染牛（ＰＩ牛牛牛牛））））    

が産まれます。 

本病には、ワクチンによる予防対策が有効です。    

    

 

 

妊娠牛（胎齢約３０～１２０日齢）が感染すると、胎子は免疫機能が未熟なため、抗体 

を作ることができず、大量のウイルスを排出大量のウイルスを排出大量のウイルスを排出大量のウイルスを排出するするするするＰＩＰＩＰＩＰＩ牛牛牛牛として生まれ、本病のとして生まれ、本病のとして生まれ、本病のとして生まれ、本病の感染源感染源感染源感染源にににになななな    

りますりますりますります。。。。 

 

 

 

 

 

 

ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛には治療法がありません。しっかり牛には治療法がありません。しっかり牛には治療法がありません。しっかり牛には治療法がありません。しっかり対策を対策を対策を対策をしていきましょうしていきましょうしていきましょうしていきましょう！！！！    

裏面に裏面に裏面に裏面に対策対策対策対策→→→→ 

・・・・生涯生涯生涯生涯鼻鼻鼻鼻汁汁汁汁や糞尿にや糞尿にや糞尿にや糞尿に大量大量大量大量ののののウイルスウイルスウイルスウイルスをををを排泄し続け、他の牛に感染させ排泄し続け、他の牛に感染させ排泄し続け、他の牛に感染させ排泄し続け、他の牛に感染させますますますます。。。。    

    ・・・・ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛牛牛牛はははは農場全体に感染を広げるため、生産性に農場全体に感染を広げるため、生産性に農場全体に感染を広げるため、生産性に農場全体に感染を広げるため、生産性に大きな大きな大きな大きな影響を与えます影響を与えます影響を与えます影響を与えます。。。。    

    ・・・・ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛牛牛牛はははは発育不良発育不良発育不良発育不良、、、、長期長期長期長期不不不不受胎、慢性受胎、慢性受胎、慢性受胎、慢性的的的的な下痢な下痢な下痢な下痢を起こを起こを起こを起こししししやすいやすいやすいやすい。。。。    

    ・ＰＩ牛・ＰＩ牛・ＰＩ牛・ＰＩ牛にはにはにはには有効な治療方法はありません。有効な治療方法はありません。有効な治療方法はありません。有効な治療方法はありません。    

 

 

 
 

 

 

妊娠中妊娠中妊娠中妊娠中にににに感染感染感染感染するとするとするとすると胎児胎児胎児胎児にもにもにもにも感染感染感染感染    

分娩分娩分娩分娩    

 
 

 

ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛牛牛牛となりとなりとなりとなり、、、、ウイルスをウイルスをウイルスをウイルスを排出排出排出排出    他他他他のののの牛牛牛牛へへへへ感染感染感染感染    

ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛分娩牛分娩牛分娩牛分娩    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 1.ワクチン接種 

   感染予防のため、ワクチン接種をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２.農場へのウイルス進入防止 

 （1）畜舎畜舎畜舎畜舎や車両の消毒や車両の消毒や車両の消毒や車両の消毒、毎日の観察による異状牛の早期発見毎日の観察による異状牛の早期発見毎日の観察による異状牛の早期発見毎日の観察による異状牛の早期発見、導入導入導入導入牛牛牛牛のののの

隔離・観察隔離・観察隔離・観察隔離・観察など飼養衛生飼養衛生管理基準の遵守を徹底してくださ

い。 

（2）消毒には、アルコール系、次亜塩素系、逆性石けん等の消毒薬が有

効です。 

（3）導入牛の隔離は一週間程度、他の家畜との接触を避け、異状がない

ことを確認してください。 

（4）異状牛発見の際は、速やかに獣医師または当所に連絡してくださ

い。 

    

ワクチン 牛呼吸器病５種混合生ワクチン 牛呼吸器病６種混合ワクチン 

 

 

成分 

（対象疾病） 

牛伝染性鼻気管炎ウイルス 

牛パラインフルエンザウイルス 

牛ＲＳウイルス 

牛アデノウイルス(7 型) 

ＢＶＤウイルス 1型 

牛伝染性鼻気管炎ウイルス 

牛パラインフルエンザウイルス 

牛ＲＳウイルス 

牛アデノウイルス(7 型) 

ＢＶＤウイルス 1型 

ＢＶＤウイルス 2型 

子牛子牛子牛子牛はははは初乳初乳初乳初乳にににに含含含含まれているまれているまれているまれている抗体抗体抗体抗体のののの消失時期消失時期消失時期消失時期にににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、育成牛育成牛育成牛育成牛・・・・成牛成牛成牛成牛はははは種付種付種付種付けけけけ前前前前までにワまでにワまでにワまでにワ

クチンをクチンをクチンをクチンを接種接種接種接種しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    

＊妊娠期間中に BVD ウイルスの生生生生ワクチンワクチンワクチンワクチンを接種すると胎子が感染し、ＰＩ牛となるので、

妊娠期間中にはウイルスが不活化不活化不活化不活化されているされているされているされている６種混合ワクチンを接種６種混合ワクチンを接種６種混合ワクチンを接種６種混合ワクチンを接種しましょう 

 

不活化 

 

 

 
十 和 田 家 畜 保 健 衛 生 所 

電話 0176-23-6235（平日） 携帯 090-6453-7023（休日・夜間） 

ホームホームホームホームページアドレス：ページアドレス：ページアドレス：ページアドレス：    http://www.applenet.jp/~towadahttp://www.applenet.jp/~towadahttp://www.applenet.jp/~towadahttp://www.applenet.jp/~towada----kaho/kaho/kaho/kaho/ 

予防対策や検査などご不明な点は家畜保健衛生所へご相談ください！ 


